
☆令和 2 年度 通学路安全推進協議会対策箇所 

 県道の対策は県の道路管理者が、市道の対策は市の道路管理者が行っています。 

 

               校区 

 

No. 路線名 
箇所名・住

所 

通学路の状況・ 

危険の内容 

対策内容 

道路管理者 公安委員会 
学校 

教育委員会 

１ 

県道広田

洲本線

475 号線 

洲本市大野 

２２９

付近 

交通量も多く、見通しも

悪い。児童が横断する時

に危険。 

カーブミラーの
新調。 
 

路上標識の 

塗り直し 

注意喚起 

２ 市道 

洲本市大野 

１２３－４

付近 

学童で陽だまり館へ行く

児童が多く、横断時に危

険。 

看板設置 横断歩道設置  

３ 

県道広田

洲本線

475 号線 

洲本市大野

694 

交差点 

児童・生徒の通学が多く、

交通量も多い。交通事故多

発箇所でブロックを超え

て、歩道に乗り上げること

があり危険。 

車止め設置。 

 

信号機新調  

４  

洲本市宇原 

１－１１

付近 

橋の横の柵がないため危

険。 

  注意喚起 

５ 

県道広田

洲本線

475 号線 

洲本市宇原 

８２－５

付近 

交通量も多く、複雑な交

差点。見通しも悪いの

で、児童の通行、横断時

に危険。 

「文マーク」を路

上に設置。 

  

６ 市道 

洲本市大野 

１３５８付

近 

道幅が極端に細くなり、

児童の歩行時に車両が通

ると危険。 

  注意喚起 

７ 

県道広田

洲本線

475 号線 

洲本市大野 

６８３－１ 

サナデンタ

ル付近 

溝蓋がなく危険。 

溝蓋設置。   

洲本市立大野小学校 


